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1.緒言
患者の審美障害は,研究用模型を用いた形態学的な診査や,色彩測定機器を用いた色調診
査などの客観的評価のみで計測できるような単純な事象ではなく,明らかに患者の内的な問
題である｡なぜなら審美障害とは,｢内的な自己イメージと現実の食い違い｣が患者の中で困
りごとやハンディキャップを引き起こした ｢心的葛藤状態｣と考えられるからである｡
さらに最近では,このような主観的な審美障害のプロセスに,社会学的な状況や精神心理
学的な状態が大きく影響する可能性が示唆されている｡例えば,身体醜形障害や強迫性障害
のような精神心理学的な疾患では,口腔内の補綴装置を修正するだけでは患者の訴えの根本
的な解決にならず,精神心理学的な問題にアプローチする必要がある｡したがって,口腔の
審美障害という病態を診断するシステムを構築する際には,通常の患者の審美的問題やそれ
により生ずる困りごとやハンディキャップの評価に加えて,精神心理学的状態についても評
価する多軸診断アンケー トが必要とされているのである｡
しかし,これまでの審美障害の評価は,口腔関連qoLの一部として審美的問題が患者に与
える負のインパクトを単純に計測していたに過ぎず,患者の内的な心的葛藤状態を診断しう
る口腔審美障害の多軸診断システムは存在しない｡そこで本研究では,口腔関連審美に関す
る多軸診断アンケー トを新規に作成し,その信頼性を検討した｡また,これを用いて,歯学
部生を対象に口腔関連審美に関する横断調査を行った｡
2.方法および結果
1)概念モデルの作成と多軸診断アンケートの構成
口腔関連qoLアンケー トであるOralHealthlmpactPro触 (OHIP)の概念モデルならびに,敬
関節症の国際的診断システムであるTemporomandibularDisorders(TMD)-ResearchDiagnostic
criteria(RDC)の2軸診断モデルを参考に,審美障害の概念モデルを作成したo
次に,この概念モデルを元に,多軸診断アンケー トを作成した･すなわち,口腔要素の問
題を本人もしくは第三者がどのように捉えているかを表す｢口腔関連審美に関する問題意識｣
を第 1軸とした｡また,審美的満足度や審美的問題から生じる日常生活や社会的な障害を第
2軸,さらに患者の精神心理学的状態を第3軸とした｡
第1軸は,OHIPの審美関連項目を著者らが口腔要素毎に改変し,口腔関連審美に対する問
題意識の有無 (3間),他者の指摘の有無 (6間)とした｡第2軸は,Clarkら(1989)の日常
生活障害度のアンケー トを改変し,口腔関連審美の満足度を問う4項目と,日常生活障害度
を問う18項目とした｡第3軸は,Dworkinら(1992)の精神心理学的な質問票を改変し,不安
やストレス,うつ状態に関する質問(19間)とした｡
2)被検者
平成 15年度の岡山大学歯学部4年次生全員57名 (男/女 :28/29名,平均年齢 :23.8±
3.7歳)を対象とした｡このうち,アンケートの各軸の回答結果に,1/3以上の回答欠損が
あったもの,および研究協力に同意が得られなかったものは対象者から除外した｡その結果,
3名が除外され,最終対象者は54名 (男/女 :27/27名,平均年齢 :23.9±3.8歳)となっ
た0
3)多軸診断アンケートの信頼性
信頼性の検討には,テスト･リテスト法を用いた.すなわち,同一のアンケートを一週間
の間隔をおいて2度回答させ,その結果の一致度を算出したO
その結果,第1軸における平均重み付けKappa値は0.84と,優秀な信頼性を示した.また,
第2軸における平均speamanの順位相関係数は0.94,第3軸においては 0.70と,いずれも
十分な信頼性を示した｡また,各軸の総得点のSpem anの順位相関係数は,第1軸が0.78,
第2軸が0.79,第3軸が0.83と,高い信頼性を示したC
4)第 1軸 ･2軸 ･3軸の相関
最後に,第 1軸,第2軌 第3軸それぞれの総合得点の相関を,speamanの順位相関係数
を用いて検討した｡その結果,第 1軸の口腔関連審美に関する問題意識の総合得点と,第 2
軸の審美的満足度の総合得点に,有意な負の相関が認められた (p<0.01,p-10.37)｡この
結果は,口腔関連審美に問題を感じている者ほど,審美的満足度が低いことを示しており,
本アンケー トの内的な一貫性が改めて証明されたと言える｡一方,第 1軸と,第2軸の日常
生活障害度には有意レベルに近い正の相関が認められた (p-0.08,p-0.24).また,第 2
軸の審美的満足度と第3軸の精神心理学的状態にも,負の相関が認められた (p-0.ll,p-
-0.22)が,有意な関係があるとまでは言えなかった｡第 1軸と第3軸の精神心理学的状態に
は有意な相関は静められなかった.
3.まとめ
本研究では,審美障害の新しい概念モデルに基づき,複雑な心理葛藤状態を多面的に評価
するための多軸診断アンケー トを新規作成し,その信頼性の検討,ならびにそれを用いた歯
学部4年次生の口腔関連審美に関する横断調査を行なった｡その結果,新規多軸診断アンケ
ートの信頼性は十分臨床使用に耐える高いものであることが明らかとなった｡また,歯学部
生の調査の結果,第 1軸の口腔関連審美に関する問題意識が,第2軸の口腔関連審美に関す
る審美的満足度や日常生活障害度と相互に影響を及ぼし合っている可能性が示唆された｡
